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当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、
積極的な取組みを通じて持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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たくさんのお客様に喜んで頂くために、日々精進し、
皆さまから愛されるような会社を目指して活動して
まいります。

【主な取組み】
「名古屋市認定エコ事業所」取得
安い･早い･安全･親切の4つの安全サービス
法令に即した工事の徹底

元気で明るい職場
すべての従業員がやりがいを持って働くことのでき
る職場環境の整備を通じて、元気で明るい職場を目
指してまいります。

【主な取組み】
定時退社日の設定
フレックス勤務など柔軟な勤務体系の整備
健康診断受診の奨励

環境配慮
地球環境に配慮した事業活動を通じて負荷の低減に
努め、いつまでも住み続けることができる循環型社
会の実現に貢献してまいります。

【主な取組み】
廃棄物削減に向けた取り組み
LED照明の導入による省エネ推進
太陽光発電の設置検討

地域貢献
地域社会の一員として地域コミュニティと積極的な
関わりを持ち、持続可能な社会の発展に寄与してま
いります。

【主な取組み】
解体工事前の周辺住民への事前説明
地域の防災活動への参画
地域の少年野球チームの監督指導

SDGsへの取組み

清潔･安全･環境



～バナナペーパーとは～

バナナペーパーは、今までは廃棄されるだけだったオーガニックバナナの茎から取った「バナナ繊維」を
原料として使用し、日本の和紙の技術を用いて作られた「フェアトレード」の紙です。

野生のシマウマ、キリン、ゾウが自由に歩くアフリカ南部にある国・ザンビアの村で繊維を取っています。
この繊維を取るという仕事のおかげで、アフリカの女性たちに雇用が生まれ、子供たちが学校に行ったり、
マラリアを予防するための蚊帳を買ったり、電気のない家にソーラーランプをつけたりすることができる
ようになりました。

環境に配慮し、アフリカの貧困層の村に雇用を生み出し、現地の人々の自立を支えるバナナペーパーは、
国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs／Sustainable Development Goals）」の達成
の貢献につながる特徴を持っています。

※本宣言書は、バナナペーパーを使用しております。

持続可能な開発目標 SDGsとは

SDGsは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015年9月に国連で採択された2030年までの国際開発目標。17の目標と169のター
ゲット達成により、「誰一人取り残さない」社会の実現に向け、途上国及び先進国で
取り組むものです。


